
質
問
一

ア

飯
盛
川
、
大
谷
川
の
水

質
改
善
の
た
め
に
ど
の
よ
う
な
方
策
を

と
っ
て
い
く
の
か
。

イ

越
戸
橋
付
近
で
は
、
水
質
が
特
に

劣
悪
だ
が
見
解
は
。

二

ア

平
成
１９
年
度
、
２０
年
度
の
ご

み
減
量
化
の
状
況
及
び
見
込
み
に
つ
い

て
。

イ

１９
年
度
、
２０
年
度
の
集
団
資
源
回

収
量
の
状
況
に
つ
い
て
。

ウ

ご
み
減
量
化
を
さ
ら
に
促
進
す
る

た
め
の
方
策
は
。

答
弁
（
市
長
）
一

ア

浄
化
槽
設
置

整
備
事
業
補
助
な
ど
を
通
じ
、
合
併
処

理
浄
化
槽
の
普
及
促
進
を
図
っ
て
い
る
。

イ

浄
化
槽
の
適
正
な
管
理
と
生
活
排

水
の
浄
化
対
策
を
進
め
、
河
川
の
水
質

確
保
に
努
め
て
い
る
。

二

ア

１９
年
度
は
１
人
１
日
当
た
り

７
２
１
・
１
㌘
で
、
１８
年
度
に
比
べ
４

・
７
㌫
の
減
量
と
な
っ
て
い
る
。

イ

１９
年
度
は
５３
・
０
㌧
と
１８
年
度
に

比
べ
２２
・
３
㌫
の
減
量
と
な
っ
て
い
る
。

ウ

環
境
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
レ
ジ
袋
削

減
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
、
環
境
学
習
会
な
ど

啓
発
活
動
を
通
じ
て
、
ご
み
の
減
量
化

に
取
り
組
ん
で
い
く
。

◎
そ
の
他
の
質
問

一

近
隣
自
治
体
と
の
連
携
シ
ス
テ
ム

の
導
入
効
果
は

二

市
内
パ
ト
ロ
ー
ル
等
の
不
法
投
棄

対
策
に
つ
い
て

け
い

質
問
一

子
宮
頸
が
ん
検
診
の
受
診

率
に
つ
い
て
。

二

ウ
イ
ル
ス
感
染
を
予
防
す
る
た
め

の
対
策
は
。

三

若
年
層
を
含
め
た
受
診
率
向
上
の

取
り
組
み
は
。

四

Ｈ
Ｐ
Ｖ
検
査
に
つ
い
て
。

答
弁
（
市
長
）
一

平
成
１８
年
度
の
受

診
率
は
本
市
で
４
・
５６
㌫
で
あ
り
、
１９

年
度
の
受
診
率
は
５
・
５
㌫
で
あ
り
、

増
加
傾
向
に
あ
る
。

二

が
ん
予
防
の
啓
発
用
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
を
配
布
し
て
い
る
が
、
ウ
イ
ル
ス
感

染
も
含
め
た
生
活
習
慣
改
善
へ
の
普
及

啓
発
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

三

２０
年
度
か
ら
公
費
負
担
で
の
妊
婦

健
康
診
査
の
中
で
子
宮
が
ん
検
診
を
あ

わ
せ
て
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
若
年

層
の
受
診
機
会
が
拡
大
さ
れ
る
。

四

国
や
県
の
動
向
を
見
守
り
、
効
果

的
な
が
ん
検
診
を
実
施
す
る
。

◎
そ
の
他
の
質
問

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
移
行
に
伴
っ
て

一

そ
の
方
向
性
の
見
通
し
に
つ
い
て

二

公
共
施
設
の
対
応
に
つ
い
て

三

周
知
、
広
報
等
に
つ
い
て

四

経
済
弱
者
の
受
信
の
た
め
の
負
担

軽
減
策
に
つ
い
て

五

相
談
窓
口
に
つ
い
て

六

デ
ジ
タ
ル
化
に
便
乗
し
た
悪
質
商

法
へ
の
対
策
に
つ
い
て

鶴
ヶ
島
市
の
環
境
行
政
に
つ
い
て

今
後
も
取
り
組
み
を
進
め
る

�
橋

剣
二

議
員

川合 利枝 議員

けい

子宮頸がんの予防と対策を

がん検診を産婦人科医院で実施

飯盛川

つるがしま市議会だより第１４２号〔５〕


